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研究の背景と目的

　子どもの生活の中心は遊びであり，遊びをとおして

人として生きていくために必要な知性や社会性，身体

性などの基本的な部分・基礎を学ぶ。なかでもからだ

を使った遊びの貢献度は高い。

　からだを使った遊びは，体力・運動能力を養い，動

作や運動技能の基礎を育み，様々な遊びのなかで工夫

する力（知性）や人とのコミュニケーション力（社会

性）も身につけていく。このようなことから，子ども

のからだを使った遊びは重要であり，そのための生活

環境，特に自由に遊べる環境づくりは最も大切にすべ

きことと考えられる。

　このことは，「幼稚園教育要領」1）「保育所保育指 

針」2）「幼保連携型認定こども園教育・保育要領」3）（以

下３法令）にも示されており，教育及び保育の基本を

踏まえ，「豊かな体験を通じて，感じたり，気付いた

り，分かったり，できるようになったりする」「気付

いたことや，できるようになったことなどを使い，考

えたり，試したり，工夫したり，表現したりする」「心

情，意欲，態度が育つ中で，よりよい生活を営もうと

する」を掲げ「資質・能力を一体的に育むよう努める

もの」とされている。そのため，保育者には，それら

が体験できる保育環境を構成し，工夫することが求め

られている。

　一方，文部科学省は，平成 19 年度から 21 年度にか

けて「体力向上の基礎を培うための幼児期における実

践活動の在り方に関する調査研究」4）を実施し，その

調査結果を踏まえ， 2012 年に「幼児期運動指針」5）と，

それを具体化した「幼児期運動指針ガイドブック」6）

が取りまとめられた。この幼児期運動指針では，｢適

切に構成された環境の下で，幼児が自発的に取り組む

様々な遊びを中心に，体を動かすことを通して，生涯

にわたって心身ともに健康的に生きるための基礎を培

う｣ と謳われ，①多様な動きが経験できるように様々

な遊びを取り入れること，②楽しく体を動かす時間を

確保すること，③発達の特性に応じた遊びを提供する

ことが上げられている。そして，幼児が遊びを通して，

環境と関わりながら主体的に身体活動を実践すること

が重要とされている。

　このように，３法令や幼児期運動指針が示す内容か

ら，保育現場においては幼児自らが環境に関わり，自

発的に活動し，様々な経験を積んでいくことができる

ような配慮が必要とされ，保育者には，｢幼児自らす

すんで楽しくからだを動かす機会が持てるような十分

な環境設定とその工夫｣ が求められている。

　これらを踏まえ我々は，保育環境の工夫を図ること

を目的に，幼児の活動における環境設定について検討

してきた。特に，身近にある素材を用いた実践研究を
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すすめており，これまで，「ダンボール」や「布」を

用いた遊びの実践・分析を試みてきた。

　その結果，基本的動作の検証においては，素材を利

用した環境設定は，幼児期に必要な基本的動作を十分

出現させ，幼児の多様な動きの経験に繋がることが確

認された 7，8，9，10，11）。

　また，幼児が遊びの中で素材の特徴を活かした操作

方法を創意工夫し，様々なイメージを持って遊び込

み，活発な身体活動・身体表現遊びへ発展することも

確認している 12，13）。

　これらのことから，素材を利用した環境設定は，幼

児自らの主体的な活動を引き出す環境として有効であ

ることが示唆された。

　これら先行研究を踏まえ，さらに素材遊びの検証を

深めることを目的に，現在，可塑性に富み，保育現場

でも幅広い用途で用いられ，幼児にも扱いやすい「新

聞紙」を取り上げ検証している。その予備研究におい

て，子どもの遊び込む様子などからこれまでの素材同

様，環境設定として新聞紙を用いることは有効である

ことが推察された。しかし，ただ単に新聞紙を準備し，

幼児の自主性に任せただけでは十分な身体活動に発展

しないことが窺えた。特に，イメージを持った身体表

現遊びとして十分楽しむまでには到達しないことが示

唆された 14）。

　そこで，十分な身体活動とイメージを持った身体表

現遊びへ発展するための手立てを検討するために実践

研究を計画し，検証することとした。その一環として，

本研究では，５歳児の動作分類から検証を試みた。

方　　法

（１）研究対象
　対象は，幼稚園・保育園の５歳児である。

（２）実施方法
　それぞれの園で以下に示す方法で実践研究を行っ

た。

実践①
　新聞紙を用いた自由遊びを実施した。遊びの時間は

15 分間設定した。

【表１】身体表現遊び ｢忍者になって遊ぼう｣ 実施内容

高　原　和　子・瀧　　信　子・矢　野　咲　子

36



実践②
　実践①の後，新聞紙を用いた身体表現遊び「忍者に

なって遊ぼう」を研究者の指導による一斉保育形式で

実施した。内容は，指導者と一緒にダイナミックな動

きに挑戦する遊びや，新聞紙の特徴を活かした操作方

法を使って，幼児が主体的に動く遊びで，50 分間実

施した【表１】。

実践③
　実践②の後，実践①と同じ方法で新聞紙を用いた自

由遊びを実施した。

（３）環境設定
　使用する場所については，保育所では保育室，幼稚

園ではホールを使用した。新聞紙（80.5cm × 54cm）

は，幼児が自由に使えるように十分な枚数を準備し，

幼児の目にとまるように配置した【写真１】。

　また，実践①③における 15 分間の自由遊びでは，

遊びの内容に関しては幼児の自主性に任せた。なお，

保育者および研究者（筆者）らは，指導や援助，声か

けなどは行わず，安全管理と危険回避のみ行った。

（４）実施日と人数
実践①　2021 年９月１日，５日（自由遊び）46 名

実践②　 2021 年９月 29 日（身体表現遊び：一斉保育）

49 名

実践③　2021 年 11 月１日（自由遊び）48 名

（５）観察記録
　幼児の遊びの様子をビデオに記録し，その映像を基

に，遊び込んでいる，あるいは遊びが継続しているも

のを拾い上げ，その遊びの様子と変化を記録した。記

録内容は，遊びの具体的な内容，新聞紙の使い方，仲

間との関わりについて記録するとともに，イメージを

持って遊び込んでいる時の幼児の言葉や，その様子か

ら幼児のイメージしているものを推測し記録した。

（６）動作分類とその項目
　動作は，石河ら 15），および体育科学センター 16）が

示す「基本的な動作とその分類」を参考に先行研究で

得られた「動作の分類」7）に準じて分類した。分類項

目（カテゴリーと動作の内容）については【表２】に

示す。

【写真１】遊びをはじめる前の様子

【表２】動作分類とその項目
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　なお，本研究の実施にあたっては，事前にそれぞれ

の園の保育者と保護者に対し研究の趣旨を説明し，ビ

デオ撮影の承諾と同意を得て実施した。また，その際，

本研究における収録映像は，研究のみに使用すること

も伝えた。

結　　果

　身体表現遊びの実践前（実践①）と実践後（実践③）

に出現した主な遊びや動作を整理したものを【表３】

【表４】に示す。

（１）安定性「姿勢変化・平衡動作」【表３】

　安定性の「姿勢変化・平衡動作」とは，位置を変え

ずにその場で行う動作のことをいう。本研究では，新

聞紙の上に寝る（うつ伏せ・腹ばい），座る等の動作

が出現した。

（２）移動動作【表３】

　移動動作とは，からだの位置移動をともなう動作の

ことをいう。本研究における移動動作は，その方向に

よって次のような動きが出現した。

１）｢上下動作｣

　移動動作の「上下動作」は，上下に移動する動

作をいう。本研究では，新聞紙の上を跳び超す，

上に乗って跳ぶ等の動作が出現した。

２）｢水平動作｣

　移動動作の「水平動作」は，水平に移動する動

作をいう。本研究では，新聞紙の上を四つん這い

で這う，走る，滑る等の動作が出現した。

３）｢回避動作｣

　移動動作の「回避動作」は，回避的に移動する

動作をいう。本研究では，新聞紙をかぶる，敷き

布団と掛け布団のようにしてその間に寝る等の動

作が出現した。

（３）操作動作【表３】

　操作動作とは，物や人を取り扱う（操作する）動作

のことをいう。本研究における操作動作は，その取り

扱い方によって次のような動きが出現した。

１）｢荷重動作｣

　操作動作の「荷重動作」は，（物や人を）持ち

【表３】自由遊びの時間に出現した主な遊び・動き（身体表現遊び 実施前・実施後に出現した遊び・動き）
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上げる動作をいう。本研究では，新聞紙を盾や剣

にして戦う，スカートやマントにしてからだに沿

わせる，頭上に持ち上げる等の動作が出現した。

２）｢脱荷重動作｣

　操作動作の「脱荷重動作」は，（物や人を）お

ろす動作をいう。本研究では，明らかな遊びや動

作としては見られず，他の動作の流れの中で床に

置く，下ろす等として見られるのみであった。

３）｢捕捉動作｣

　操作動作の「捕捉動作」は，（物や人を）つかむ，

握る，捕らえて扱う動作をいう。本研究では，道

具づくりとして出現し，新聞紙を畳む，折る，棒

状やボール状に丸める，開く，ちぎる等の動作が

出現した。

４）｢攻撃的動作｣

　操作動作の「攻撃的動作」は，（物や人に）強

い力を加える動作をいう。本研究では，主に棒状

に丸めて剣にした状態でたたくなど，他の動作と

複合した動作として出現した。

（４）複合動作【表４】

　複合動作とは，安定性，移動動作，操作動作それぞ

れの動作が２つ以上複合して起こる動作のことで，先

行研究において確認された多くの遊び（動き）からカ

テゴリーとして位置づけた動作である。つまり，物（素

材）を扱いながらからだの位置の変化や移動が組み合

わされて発生する動作で，遊びの多くがこのような組

み合わせで起こっており，いわば，操作できる物（こ

こでは新聞紙）を扱った遊び故のカテゴリーとも言え

る。

　本研究における複合動作は，多岐にわたっており次

のような動きの組み合わせの動作が出現した。

【表４】自由遊びの時間に出現した主な遊び・動き（身体表現遊び 実施前・実施後に出現した遊び・動き）
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◦安定性と移動（上下動作），操作（荷重動作），操

作（捕捉動作）

◦操作動作と安定性

◦操作・移動動作と捕捉・水平動作

◦操作・移動動作と荷重・水平動作

◦操作・操作動作と捕捉・荷重動作 

◦操作・操作動作と捕捉・捕捉動作

◦操作・操作動作と捕捉・攻撃的動作

　これら複合動作では，様々な遊びや動きが出現し，

新聞紙遊びのほとんどがこれに当てはまるものであっ

た。

考　　察

　保育現場において新聞紙を利用した活動は多い。そ

れは，新聞紙が容易に手に入り，様々な活動に利用し

やすいところにある。新聞紙を乳幼児の活動に取り入

れる意義についてはいくつか報告があり，橘は「新聞

紙には，破る，ちぎる，ねじる，裂く，まるめる，た

たむ，投げる，受けるといった指先や手を使った素材

の感触を楽しめる特性があり，また，その薄さや柔ら

かさは，乳幼児をはじめとした子どもの各種感覚を刺

激する素材として最適である」とし，遊び素材として

の新聞紙の有用性を述べている 17）。また，赤堀らは，

脳科学的観点から手指や足を使う活動・動作は，神経

の発達が著しい幼児期には多く取り入れていくべきと

し，汎用性の高さから丸める，おる，ちぎる，破る，

まげる，ねじる，とばす，描くなど様々な手指の動作

を行うことができる新聞紙の運動遊びの道具としての

意義を述べている 18）。

　このように新聞紙を活動に用い，その有用性を解く

研究は散見され，新聞紙を活動に利用することの意味

は大きい。しかし，その多くは指導法や保育者の援助

に関する研究がほとんどで，子どもの自発的な身体活

動やイメージを持った身体表現遊びを取り上げた実践

報告例は少ない 19）。

　本研究の特徴は，新聞紙を用いた環境設定による実

践例を取り上げ，幼児の自発的・自主的で十分な身体

活動・身体表現遊びに導くための環境設定や手立てを

検討した点にあり、実践研究としての意義は大きいと

考える。

（１）新聞紙遊びの特徴
　新聞紙を用いた遊び・活動の特徴としては「操作動

作」が多く出現することが分かった。中でも，「畳む・

折る・丸める・開く」動作が頻繁に出現した。それ

は，幼児がまず遊ぶための道具を作ることによるため

であった。特に実践①においては座り込んで道具作り

に熱心に取り組み，作って満足する姿もみられた。こ

れまでの素材を用いた環境設定における実践研究にお

いても度々みられており，幼児は遊びの中で素材から

イメージした遊びや動きを実践するために素材を使っ

て何かを作って遊んだり動いたりすることが多いこと

を確認してきている 9，10，12，13）。その中でも特に，本

研究で取り上げた新聞紙遊びでは「遊ぶための道具を

作る」傾向が強く現れた。

　江刺家らは，「新聞紙は，素材として多様な性質を

持っており，素材そのものと関わるような活動の他

に，その素材をもとに製作したり活動の小道具にした

りと，保育現場で扱われることも多い」20）ことを述べ，

新聞紙を使った遊びの活動を紹介する保育者向けの書

籍も数多く発行されていることから保育の中で幅広い

用途に活用されていると報告している。実際に，保育

現場での新聞紙の活用率は高く，幼児は普段から新聞

紙という素材に触れている。中でも新聞紙を使った製

作活動は多く，その体験から，まずは「新聞紙＝作る」

という行動がみられたのではないかと考えられた。

　この「遊ぶための道具を作る」ことは動作分類にも

特徴的に現れており，「操作動作」を中心とした「複

合動作」が多くみられている。特に，「操作動作」の「捕

捉動作と荷重動作」，「捕捉動作と攻撃的動作」の組み

合わせが多く，さらに「捕捉動作と捕捉動作」といっ

た，これまでの素材遊びにはみられなかった特徴が示

された。これは，新聞紙が可塑性に富み，簡単にちぎ

ることもでき，軽くて幼児にも扱いやすい素材である

ことの特徴と考えられた。

（２）手立てとしての身体表現遊びの影響
　実践①と実践③を比較してみると，共通して現れた

遊びも多く，新聞紙という素材の特徴を示すもので

あった。その一方で，遊び始めにおいては明らかな違

いがみられた。実践①においては，始まるなり座り込

み新聞紙を使って「折る・畳む」などの動作がしばら
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く続いた後，やっと動き出す様子がみられたが，身体

表現遊び（実践②）を体験した後の実践③では，はじ

めからからだを活発に動かし遊び始めていた。特に，

｢新聞紙を跳び越える｣「新聞紙を畳んで足で滑らせて

歩く」「広げた新聞紙を頭上に持ち上げて走る」など，

実践②で体験した動きを取り入れた遊びが出現し，ダ

イナミックに活動する姿が散見された。さらに，実践

①より実践③の方がイメージを持って自分なりに工夫

した動きが多く観察され，十分な身体活動とイメージ

を持った身体表現遊びへ発展したことが確認された

【図１】。よって，身体表現遊びの体験は，幼児のから

だを使った遊びに，イメージの広がりと，それによる

多様な動きの出現をもたらしたことが確認された。髙

野は，幼児と母親が新聞紙を使って自由に遊ぶ場合に

は，上肢の運動が引き出される傾向が高いという結果

を報告し，より多様な動きを引き出せるような援助の

必要性を指摘している 21）。これらのことから，新聞

紙遊びにおいて，幼児がイメージを持った動きを十分

に楽しむためには，保育者の手立てが必要で，大切で

あることが改めて確認された。

　幼児の身体活動・身体表現遊びのねらいは，幼児が

環境から刺激を受け，イメージを持って主体的に遊ぶ

ことにある。今回の検証において，幼児は，新聞紙と

いう素材からイメージするコトで遊び，モノを作り出

し，その作り出したモノからイメージする遊びに発展

する「想像から創造へ，創造から想像へ」を繰り返す

ことが分かった。そして，それをさらに広げるために

は，手立てとして実践した「身体表現遊び」の有効性

が示されたことから，保育者の手立てが重要であるこ

とが示唆された。

　今後，動きの出現をさらに詳しく検証し，様々な年

齢との比較などをとおして，幼児の新聞紙遊びの発達

の特性を明らかにしていきたい。
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付記
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から見た運動遊びの手立て」として第 76 回日本保育

学会でポスター発表したものを加筆・修正したもので

ある。
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